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３．駐車場配置計画の策定 

１）必要駐車場規模の算出 

犬山城及び城下町の観光客による駐車需要は、正確な入込客数が把握できる犬山城の登閣者数

を用いて算出する。 

① 対象とする観光日   

・犬山城の登閣者数の状況を見ると、図―１に示すように登閣者数が 2,000 人を超えると著し

く登閣者数が増加する状況となっている。 

・5月のゴールデンウィーク、犬山まつり、8月のお盆が特に登閣者数が多く、4,000 人を超え

る状況である。特にゴールデンウィークのピーク時では 6,000 人に近い登閣者数である。 

 ・こうした季節変動を考慮し、年間の大半を占める「通常期」、行楽シーズンの「繁忙期」、ゴ

ールデンウィークの「特異日」の 3 つのケースで駐車需要を推計し、「通常期」に対応する

常設駐車場、「繁忙期」及び「特異日」に対応する臨時駐車場のあり方を検討することとす

る。 

 ・各期の基準とする登閣者数は、「通常期」は 2,000 人、「繁忙期」は 4,000 人、「特異日」は

6,000 人と設定する。 

＜図―1 犬山城登閣者数（平成 23 年 4 月～11 月の 244 日）＞ 
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4,000人ライン

8月15日 4,102
4月10日 4,159
4月3日 4,618
5月5日 4,854
5月3日 5,154
5月6日 5,258
5月4日 5,670

2,000人ライン

6,000人ライン
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なお、犬山城登閣者数が 4,000 人から 6,000 人になる日の混雑状況は以下のとおりである。 

＜参考：ピーク時の混雑状況＞ 

・犬山城は、登閣者数が 3,000 人を超えると 30 分以上の入城待ち時間が発生するようである。 

・その場合、キャッスルパーキングでも入庫待ち行列が城前まで到る時間帯が発生している。 

 平成 23 年 

5月 3日 

平成 24年 

4 月 29日 4 月 30日 5 月 3日 5 月 4日 5 月 5日 

犬山城登閣者数（人/日） 

（入城待ち時間） 

5,154 3,626 

（40 分） 

4,523 

（30 分） 

3,222 

（40 分） 

6,173 

（60 分～） 

5,315 

（60 分～） 

駐

車

台

数 

キャッスルパーキング 

（待ち行列） 

694 

(不明) 

649 

（なし） 

663 

（城前） 

688 

（城前） 

736 

（城前） 

752 

（城前） 

名証グランド 484  ― 335 404 685 754 

市役所 221 142 121 59 230 262 

協商東口 74 ― ― ― 66 59 

合計 1,473 791 1,119 1,151 1,651 1,768 

②観光客入込客数の推計 

・犬山城登閣者数が城下町観光客入込客数とはならないため、これを推計する。 

・本地区のメイン観光地は、犬山城のほかは歴史的町並みが残され、観光施設も立地する本町

通りであり、犬山城に登閣しない観光客もこの地区には必ず訪れると考えられる。 

・犬山城登閣者数と城下町内主道路の本町通り歩行者通行量の関係は下表の通りである。 

＜犬山城登閣者数と本町通り歩行者通行量との関係＞ 

以上から、城下町地区の観光客入込客数を推計する。 

■通常期における観光客数

・犬山城登閣者数 2,000 人から本町通り歩行者通行量を算出するため、（Ｂ/Ａ）を設定する。

2,000 人は上記調査日の平成 22 年 11 月 23 日に合致するため、（Ｂ/Ａ）は実績値の 3.26 と

する。 

・以上から、本町通り歩行者通行量（12 時間往復）（Ｂ）は、2,000 人×3.26＝6,520 人と算出

される。上記人数は観光客が調査地点前を往復したものと考え、観光客数を求めるにはこれ

を 1/2 する。 

6,520 人/2 ⇒ 観光客数 3,260 人

 平成 22 年 

11 月 23 日 

平成 23 年 

5 月 3 日 

犬山城登閣者数（Ａ） 2,079 5,154 

本町通り歩行者通行量（Ｂ） 

（12 時間往復） 

6,769 12,698 

（Ｂ）/（Ａ） 3.26 2.46 
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■繁忙期における観光客数

・犬山城登閣者数 4,000 人から本町通り歩行者通行量を算出するため、（Ｂ/Ａ）を設定する。

4,000 人は上記調査日登閣者数の中間値的位置にあるため、（Ｂ/Ａ）は 2 つの調査日の値の

中間値とする。即ち、（3.26＋2.46）/2＝2.86 である。 

・以上から、本町通り歩行者通行量（12 時間往復）（Ｂ）は、4,000 人×2.86＝11,440 人と算

出される。上記人数は観光客が調査地点前を往復したものと考え、観光客数を求めるにはこ

れを 1/2 する。 

11,440 人/2 ⇒ 観光客数 5,700 人

■特異日における観光客数

・犬山城登閣者数 6,000 人から本町通り歩行者通行量を算出するため、（Ｂ/Ａ）を設定する。

6,000 人は上記調査日の平成 23 年 5 月 3 日登閣者数に近いため、（Ｂ/Ａ）実績値の 2.46 と

する。 

・以上から、本町通り歩行者通行量（12 時間往復）（Ｂ）は、6,000 人×2.46＝14,760 人と算

出される。上記人数は観光客が調査地点前を往復したものと考え、観光客数を求めるにはこ

れを 1/2 する。 

14,760 人/2 ⇒ 観光客数 7,380 人

③駐車場需要の推計 

■来訪利用手段構成 

平成 22年 11 月 23 日に実施した観光客アンケート調査の回答結果から設定する。 

自動車利用 57％ 

■自動車一台当たりの平均乗車人員 

平成 23年 5 月 3日の実績値から自動車の同乗者率（車一台当たりの平均乗車人数）を算出す

る。 

  12,698 人÷２×57％＝3,618 人、この日の駐車台数の合計 1,473 台。 

同乗者率＝3,618 人÷1,473 台＝2.46 人/台 

■駐車場需要 

自動車はすべて駐車場に駐車すると考えると、駐車場需要は以下の通りである。 

通常期：3,260 人×57％÷2.46 人/台＝755 台

繁忙期：5,700 人×57％÷2.46 人/台＝1,320 台

特異日：7,380 人×57％÷2.46 人/台＝1,710 台
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④必要駐車場規模の算出 

  必要駐車場規模は下記の関係式から算出する。 

■駐車場利用回転率

 ・平成 24 年のゴールデンウィーク時における各駐車場の回転率は下表のとおりである。需要

の集中するキャッスルパーキングでは回転率が 4～5 であり、繁忙期に開設される名証グラ

ンド臨時駐車場の回転率は 1～3 にとどまっており、利用の偏りが著しい。また、需要の少

ない市役所駐車場の回転率は 0.4～2 である。このように駐車場により回転率に大きな差が

生じている。 

 ・回転率が 5に近い又は 5を超えるキャッスルパーキングでは、駐車場に入場するための待ち

行列が発生している。

■想定駐車場利用回転率の設定による必要駐車場規模の算出

 規模算出にあたっての考え方は以下の通りとする。 

●通常期の駐車需要はキャッスルパーキング及び新設駐車場の 2つの駐車場で対応する。 

●第 1駐車場（キャッスルパーキング）

現行 140 台を、通常期、繁忙期、特異日に対応する駐車場とする。駐車需要が多く見込まれる

ため、駐車場入場の待ち行列が発生させないことに配慮して、駐車場利用回転率は 3回転と設定

する。 

●第 2駐車場（成田山駐車場） 

  犬山城から遠く、また、規模も小さいことから、駐車場の集約化の観点から廃止する。 

●第 3駐車場（ＴＭＯ駐車場） 

  敷地の再開発により駐車場は滅失。 

●第 4駐車場（市役所駐車場） 

  ＴＭＯ駐車場縮小に伴い滅失する公用車 46台分及び市役所利用者用駐車場 10台分を差し引

いた 100 台を、繁忙期及び特異日の需要に対応する臨時駐車場とする。駐車場利用回転率は現

行と同じ 1回転とする。 

必要駐車場規模＝駐車需要÷想定駐車場利用回転率 

但し、駐車場利用回転率＝駐車台数÷駐車場収容台数 

駐車台数 回転率 駐車台数 回転率 駐車台数 回転率 駐車台数 回転率 駐車台数 回転率
140 649 4.64 663 4.74 688 4.91 736 5.26 752 5.37

待ち行列
名証グランド 250 0 0.00 335 1.34 404 1.62 685 2.74 754 3.02
市役所 156 142 0.91 121 0.78 59 0.38 230 1.47 262 1.68

合計 546 791 1.45 1119 2.05 1151 2.11 1651 3.02 1768 3.24

5月5日
駐車容量

キャッスルパーキング
なし 城前付近まで 城前付近まで 城前付近まで 城前付近まで

名称
平成24年4月29日 4月30日 5月3日 5月4日
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●名証グランド（臨時駐車場） 

  名証グランド用地の活用を検討。 

●新設駐車場 

  上記駐車場で確保できない不足分に対応する駐車場とする。駐車場の運用管理、観光交通の誘

導の容易さを考慮して不足分をまとめて一箇所で確保する。駐車場入場の待ち行列が発生させな

いこと、及び、適切に観光交通を当該駐車場に誘導することを全体に、駐車場利用回転率は 3回

転と設定する。 

以上の考え方を踏まえて新設駐車場の必要規模を算出したのが下表である。 

＜新設駐車場規模の算出＞ 

⑤観光バス駐車場の必要規模

 平成 23 年 4 月～11 月のキャッスルパーキングにおける１日あたりの大型車駐車台数は下図の

通りであり、最大 23 台であった。 

＜大型車駐車台数（平成 23 年 4 月～11 月）＞ 

 観光バス駐車場の必要規模を以下の 

条件で算出する。 

 ・駐車需要 特異日 23 台/日 

       繁忙期 15 台/日 

       通常期 10 台/日 

 ・平均駐車時間 3時間/台 

 ・駐車場ピーク 5時間帯に集中 

必要駐車場規模 

＝23 台×3時間÷5時間＝14 台

＝15 台×3時間÷5時間＝ 9 台

＝10 台×3時間÷5時間＝ 6 台

⇒ 必要駐車場規模 特異日 14 台 繁忙期 9 台 通常期 6 台    
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＜新設駐車場の必要規模＞ 

合計 400 台  内訳は以下の通り 

・通常期に対応する常設駐車場 120 台 

・繁忙期、特異日に対応できるよう臨時駐車場用地を 280 台分確保 

時期 駐車場需要
キャッスル
パーキング

市役所駐車場 新設駐車場 合計

通常期 755台
140台×3回転
＝420台

－
（755台－420台）÷3回転
＝115台　⇒120台

260台

繁忙期 1,320台
140台×3回転
＝420台

100台×１回転
＝100台

（1,320台－420台－100台）
÷3回転＝267台　⇒270台

510台

特異日 1,710台
140台×3回転
＝420台

100台×１回転
＝100台

（1,710台－420台－100台）
÷3回転＝400台

640台



54 

２）新設駐車場の配置計画の検討 

  本項では、既設の常設駐車場に加えて必要となる新設駐車場の配置計画を検討する。 

① 新設駐車場必要敷地面積の算出

新設駐車場の適地選定を行うためには新設駐車場敷地の面積が必要となるため、これを算出

する。 

■道路構造令における諸元

道路構造令に記載された一般車の駐車場に係る基準長さは以下のとおりである。 

＜一般車＞                 

上記各ケースのうち、一般的に用いられている「90°後退駐車」の一台当たり面積を算出す

ると 18.4 ㎡/台となる。 
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また、道路構造令に記載された観光バスの駐車場に係る基準長さは以下のとおりである。 

 ＜観光バス＞ 

上記各ケースのうち、一般的に用いられている「60°駐車」又は「90°駐車」の一台当たり

面積を算出すると 109 ㎡/台～142 ㎡/台となる。 

■新設駐車場の必要面積

  ●一般車

 必要駐車場規模 400 台から新設駐車場の必要面積を算出する。 

    必要面積 ＝ 400 台×18.4 ㎡/台 ＝ 7,360 ㎡ 

  ●観光バス 

必要駐車場規模 5台から必要面積を算出する（キャッスルパーキングで 9台収容）。 

    必要面積 ＝ 5 台×142 ㎡/台 ＝ 710 ㎡ 

  ●新設駐車場の面積 

新設駐車場では、一般車用と観光バス用を一体的に配置するとして、 

⇒  7,360＋710 ＝ 8,070  ⇒ 約 8,100 ㎡

上記面積は交通機能分の面積であるため、植栽スペースや歩行者スペースを 30％程度見込む

と、新設駐車場の必要敷地面積は約 12,000 ㎡となる。 



56 

＜駐車場候補地比較表＞

候補地名 ①名古屋証券グラウンド ②フロイデ駐車場 ③日本紙工業月極駐車場 ④犬山遊園駅東側広場 

位置図 

現況写真 

面積 ・約 41,000 ㎡ ・約 3,600 ㎡ ・約 2,900 ㎡ ・約 3,700 ㎡ 

幹線道路アクセス ・主要地方道春日井各務原線に接道している。 ・幹線道路とは区画道路で連絡されている。 ・幹線道路とは狭隘な細街路で連絡されている。 ・主要地方道春日井各務原線から踏切横断が必要。 

歩行者アクセス ・本町通りと高低差がある。 ・犬山駅の自由通路を経由して犬山城へ向かうこと

になる。 

・本町通りと高低差がある。 ・駅を東西に横断する自由通路がないため、自動車

動線と同様に大きく迂回が必要。 

犬山城までの距離 ・500m ・1,800m ・1,300m ・1,400m 

利用状況 ・ｻｯｶｰｸﾞﾗｳﾝﾄﾞは臨時駐車場として活用されている。 ・フロイデ利用者の駐車場として利用されている。 ・住宅地内である。 ・犬山遊園駅の駅前広場としての利用も可能。 

② 新設駐車場の配置場所の検討 

  城下町内又は近接地で新設駐車場の配置候補地の比較検討を行った（下表参照）。必要面積 12,000

㎡を一団で確保でき、また幹線道路アクセス、犬山城との近接性にも優れた候補地は名古屋証券グラ

ンドである。したがって、新設駐車場の候補地は、名古屋証券グラウンドとする。

犬山城 

②②

④④

①①

③③
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３）新設駐車場整備計画の検討

（１）駐車場取り付け道路の構造・線形検討 

名証グラウンドと幹線道路との交差点処理の検討が必要である 

・名証グラウンドは主要地方道春日井各務原線（以下「県道」という）に接道し自動車の

アクセス性に優れている。ただし、現況の交差点部は信号のない二車線道路となってい

るため、交差点処理についての検討が必要である。 

図 自動車アクセス道路現況図

現況の出入口 現況のアプローチ路 
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（２）アクセス道路設計条件 

名証グラウンドに新設される駐車場へのアクセス道路の検討を行う。検討にあたっ

ては車両の走行性を考慮したうえで、余剰地を極力小さくするよう留意する。以下、

アクセス道路の設計諸元を設定する。 

表 駐車場アクセス道路 設計諸元

名称 諸元 適用 

設計速度 20km 主に駐車場へのアクセス道路のため、最小の 20km とする 

最小曲線半径 15m 設計速度 20km の最小値 

最急縦断勾配 6.0% 現況出入口部縦断勾配 （歩行者の利用を考慮する場合 5.0%） 

道路幅員 11.0m 車線 3.0×2+片側歩道 3.5+路肩（1.0+0.5）＝11.0 

（３）アクセス道路検討案 

設計条件に基づき、アクセス道路の比較検討案を作成し、各検討案のメリット・デ

メリットを整理する。 

表 アクセス道路検討案一覧表

検
討
案

概要 
縦断 

勾配 

県道との 

交差点処理 
●メリット  △デメリット 

Ａ

案

・現況出入口部を活かし、道

路線形を直線的に改良す

る。 

6.0％ 

緩勾配 

なし 

信号交差点 

の設置が必要 

●余剰地が最も小さくなる 

△アクセス道路の限定による交通混

雑、防災機能の低下 

△交差点部の緩勾配区間がとれない 

Ｂ

案

・現況出入口部に消防署を設

置 

・現道を新設道路に取り付け

る 

6.0％ 

緩勾配 

2.5％ 

同上 

●道路の占有率が低い 

△アクセス道路の限定による交通混

雑、防災機能の低下 

△現道の取付が鋭角になる 

Ｃ

案

・現況アクセス道路を存置

し、地元利用専用道路とす

る 
同上 同上 

●比較的余剰地が小さい 

△アクセス道路の限定による交通混

雑、防災機能の低下 

△現道が一部利用不可となる 

Ｄ

案

・現道を全て存置し、新設道

路を合流させる 
同上 同上 

●現道が維持される 

△アクセス道路の限定による交通混

雑、防災機能の低下 

△余剰地が大きくなる 

Ｅ

案

・新設アクセス道路を県道と

郷瀬川沿い道路に設ける。 

・現況出入口部に消防署を設

置 

5.0～6.0％

緩勾配 

2.5％ 

・北側出口部分無

信号交差点 

・南側入口部分は

現況信号交差点 

●出入口を分散することにより、ピー

ク時の混雑が緩和する 

●アクセス道路の多重化が確保され、

防災機能が向上 

△道路の占有率が高くなる
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（４）アクセス道路の問題点と対応方策 

【自動車】 

駐車場アクセスのピーク時において、県道への交通集中が予測される。特に E案以

外の場合は 、北側からのアクセス交通については、名証Ｇ交差点を右折して進入す

る必要があり、この右折交通の円滑な処理が課題となる。 

都市計画道路犬山大橋線の整備が完了するまでの間、現道幅員内で右折交通処理を

検討する必要がある。 

現道幅員は約 12ｍ（車道約８ｍ、両側歩道約２ｍ）であり、これ以上歩道を縮小す

ることはできない。そのため、車道幅員内で右折交通を円滑に処理するため、右折車

線相当のふくらみ（1.5ｍ）を持たせた複合レーンを設けることが考えられる。 

図 右折車線相当幅員の確保（愛知県道路構造の手引きより）

図 検討断面図（複合レーンの設置）
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（５）新設駐車場の平面計画検討 

 以上までの検討結果を踏まえ、新設駐車場の施設配置計画案を下図に示す。その考え方は次

の通りである。 

   ・縦断勾配を有する駐車場へのアクセス道路との取り付けを配慮して、新設駐車場は名証グ

ラウンドの西寄りに配置する。 

   ・常設駐車場は出入口に近い、候補地北側に配置する。したがって、臨時駐車場は常設駐車

場の南側となる。 

＜新設駐車場の配置計画案＞ 

（６）今後の検討課題 

 以上までの検討に加え、今後の状況の変化に応じて以下の事項が検討課題となる。 

  ●犬山城城郭内の史跡指定や城郭再生の進捗によりキャッスルパーキングの使用が停止され

た場合、新設駐車場の常設駐車場をキャッスパーキングの収容台数 140 台分を加算した 260

台に拡大し（臨時駐車場は 140 台）、併せて特異日に不足する臨時駐車場 140 台分を名証グ

ランド内又は城下町のフリンジ（県道沿道付近）に確保することが必要となる。なお、キャ

ッスルパーキングの利用が停止された場合は城下町内から観光駐車場はなくなるため、これ

に伴い観光交通の城下町内への進入は大幅に削減されると予想される。 

  ●キャッスルパーキングが使用停止された場合は新設駐車場が主要観光駐車場となるが、当該

駐車場は城前付近と 5ｍ以上の高低差があるため、バリアフリー対策として短距離移動の支

援機能（電気カート等）や城下町内の周遊バス等の導入についての検討が必要となる。 

常設 120 台

臨時 280 台

春
日
井
各
務
原
線

名証グラウンド  
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４．観光自動車交通の誘導方法の検討 

 犬山城及び城下町に訪れる観光客の出発地を前述の駐車場調査から把握すると、木曽川を渡

って北方向からアクセスする岐阜県居住者の割合は 14％程度であり、国道 41 号を利用して南

方向からアクセスする名古屋市民やその他愛知県民、小牧インターチェンジを経由する高速道

路利用者等の合計は 86％に達する。したがって、国道 41 号からの自動車交通の誘導方法が検

討課題となる。 

 また、インターネットやカーナビが普及した今日、観光客は犬山城を訪れるに際して交通ア

クセスや駐車場に関する情報を事前に入手し行動すると考えられる。したがって、自動車交通

を誘導するには事前情報の内容についても検討する必要がある。 

■事前情報（インターネット）

<現状> 

   平成 25 年 1 月現在のインターネット（Ｇoogle）により犬山城への自動車による経路選択及

び駐車場情報を得ようとすると以下のような状況である。 

＜検索ケース１＞ 

               ⇒検索 ⇒          ⇒検索 ⇒       ⇒ 

① ⇒         ⇒検索 ⇒ 

② ⇒            ⇒検索 ⇒ 

③ ⇒            ⇒検索 ⇒ 

＜検索ケース２＞ 

                  ⇒検索 ⇒            ⇒ 

① ⇒            ⇒検索 ⇒  

② ⇒                     ⇒検索 ⇒ 

最初のキーワード：『犬山城』 『国宝犬山城』 『行き方』

『お車で』 道路図（資料１）

 ・国道表示はあるが、41 号表示はなし 

 ・国道からの左折は「五郎丸交差点」 

『犬山城周辺マップ』 犬山城周辺マップ（資料 3）

・キャッスルパーキングのみ Ｐ 表示 

『犬山城下町マップ』 犬山城下町マップ（資料 2）

・国道 41号方向の表示なし 

・キャッスルパーキングのみ Ｐ 表示 

最初のキーワード：『犬山観光情報』 『地図・交通案内』

『お車での行き方』 道路図（資料１） 

駐車場位置及び駐車

場別の現在時刻にお

ける混雑状況 

（資料４） 

『城下町駐車場情報＋混雑状況速報』
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＜検索ケース３＞ 

⇒検索 ⇒                  

<改善課題> 

 上記の調査結果から以下の改善が必要である。 

 ○犬山富士線の供用開始後は経路情報図に当該路線及び左折すべき交差点を追加すること。 

○「検索ケース１」の場合でも『城下町駐車場情報＋混雑状況速報』にアクセスできるように

リンクを貼ること。

 ○名証グランド駐車場や市役所駐車場等の観光駐車場に関する情報を『犬山城下町マップ』『犬

山城周辺マップ』に掲載すること。 

＜資料１＞ 

最初のキーワード：『犬山城』『駐車場』 民間時間貸し駐車場を紹介（資料５）

・市営駐車場の情報なし 

ただし、関連リンクとして『城下町

駐車場情報＋混雑状況速報』を紹介

■参考資料：インターネット情報の現況 
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＜資料２＞ 
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＜資料３＞ 
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＜資料４＞ 
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＜資料 5＞ 
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■事前情報（カー・ナビゲーション・システム）

  カー・ナビゲーション・システム（以下、「カーナビ」と言う）が普及した今日、出発時に目

的地を入力し、カーナビが検索表示する経路に従ってアクセスする場合が多いと考えられる。 

下図の写真は、レンタカー（トヨタレンタカー・ビッツクラス）に搭載されているカーナビで、

「犬山城」を目的地として設定した場合の検索表示された画面である。以下の点が特徴である。 

・「犬山城」を目的地とするものの、自動車では目的地に到達出来ないため、直近の城前交

差点付近がゴールとなっている。 

・国道 41 号方面からは主要地方道春日井各務原線を経由し、犬山駅前で草井犬山線に左折、

そして本町通りを北上する経路である。 

   上記の誘導経路は本計画で想定する経路ではなく、城下町内に観光交通を引き込む経路とな

っている。カーナビは利用者の経路選択に大きな影響を有することから、カーナビメーカーに

対して以下の要望を行うことが必要である。 

・「犬山城」を目的地として検索した場合、「（仮称）犬山城第 1駐車場」、「（仮称）犬山城第

2駐車場」を選択できるようにすること。 

   ・本町通りは自動車の通行は不可として経路選択すること。 

＜カーナビで検索表示された画面の例＞ 
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■路上の自動車誘導情報                                 

① 既設の車両系サインと車両誘導 

＜既設の車両系サインの位置＞ 

  犬山市内に設置された犬山城及び駐車場への誘導サインの現状と、これに基づき誘導される観

光交通の誘導経路を以下に示す。 

＜既設の車両系サイン位置図＞ 
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＜既設の車両系サインによる誘導経路＞ 

キャッスルパーキング 

Ｐ

 既設のサインに沿ってアクセスすると、国道

41 号方向からの場合は春日井各務原線、郷瀬川

沿い、城前交差点経由となる。 
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② 改善計画 

運転者に経路情報を提供し、道路や駐車場が円滑に利用させるように誘導する場合、遠距離段階

では目的地を、中近距離段階では駐車場を案内する方法が一般的である。この考え方に立ち、犬山

富士線や新設駐車場が供用開始された場合における観光客自動車交通の誘導方法を以下に示す。 

＜前提条件＞ 

利用経路：「国道 41号」から「犬山富士線」または「春日井各務原線」を利用 

 観光駐車場：キャッスルパーキング、名証グランド駐車場、市役所駐車場 

＜誘導方針＞ 

 ○国道 41 号に「犬山城」への案内板を設置。 

 ○一宮犬山線に駐車場案内板（空有・混雑・閉鎖を表示）を設置。 

 ○駐車場への取り付け道路交差点付近に「○○駐車場」への案内板を設置。 

国道 41 号 

一宮犬山線 

犬
山
富
士
線

春
日
井
各
務
原
線

キ
ャ
ッ
ス
ル
パ
ー
キ
ン
グ

新
設
駐
車
場

犬山城 ○ｋｍ 

●●駐車場 ▲▲駐車場 

１

２

３

４

■■駐車場 

市役所駐車場 

駐車場案内
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●駐車場案内 

以上の誘導方針を展開したのが次ページ図である。 

１

３

２

４

●●駐車場 閉 鎖 

▲▲駐車場 

■■駐車場 

▲▲駐車場 

■■駐車場 

混 雑 

空 有 

混 雑 

空 有 
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＜車両系サインの改善後の誘導経路＞ 

１

２

３

４

キャッスルパーキング 

Ｐ Ｐ 

新設駐車場 

Ｐ 市役所駐車場 

犬山城及び城下町

へのアクセス路の

分散化 犬
山
富
士
線

春
日
井
各
務
原
線

キャッスルパー

キングへの交通

集中を避け、収容

力の大きい新設

駐車場へ誘導す

る。 


